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令和７年度 

金沢市職員採用候補者試験案内 
 

 職務経験者  
 

事務・事務(情報)・事務(社会福祉)・事務(心理) 
 

◎受 付 期 間  令和７年５月７日(水) から５月２８日(水)１７時まで 

◎第１次試験日  令和７年６月５日(木) から６月１３日(金)及び６月下旬から７月上旬 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

１．試験区分・採用予定数 

試験区分 採用予定数  試験区分 採用予定数 

職務経験者 

事 務 
４人程度 

 

 
職務経験者 

事務(社会福祉) 
２人程度 

職務経験者 

事務(情報) 
３人程度 

 職務経験者 

事務(心理) 
２人程度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 金沢市職員採用候補者試験（職務経験者）について ～ 

 

１． 職務経験で得た知識・経験を生かし、即戦力となる意欲のある方を募集します。 

２． 第１次試験は、ＳＰＩ３（テストセンター方式）及び面接（オンライン方式）となっており、 

金沢市外からでも受験が可能です。 

（試験内容は「７．試験の方法」をご覧ください。） 

３． 第２次試験の個別面談は、オンライン方式と対面方式から選択できます。 

４． 申込み方法は、インターネットによる申込み（電子申請）のみです。 

５． 「事務（情報）」の試験は、情報処理試験に合格していることを受験資格要件としません。 
「事務（情報）」の主な業務内容は、デジタル技術を活用する施策の立案及び推進、システムの企
画・運用、ネットワーク管理及び情報セキュリティ対策等に関する一般行政事務です。（ただし、
それらの業務に限らず、デジタル戦略を所管する職場以外に配属され、情報システムの知識を活用
しながら一般の事務に従事する場合があります。） 

６． 試験実施についての変更がある場合は、金沢市職員採用サイト「試験情報」に掲載しますので、 

適宜、確認してください。 
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２．受験資格 

 
 

（注１）「職務経験年数」について 

・週の正規勤務時間が 29時間以上の職務経験に限ります。 

  ・６か月以上継続して就業した期間が該当します。 

  ・職務経験が複数の事業所等にわたっている場合には、それらの期間を通算することができます。 

  ・令和８年３月 31日までに５年に達する場合を含みます。 

  ・最終合格決定後、職務経験年数確認のため職歴証明書を提出していただきます。 

（注２）「社会福祉を目的とする事業」について 

・主に社会福祉法、児童福祉法、老人福祉法、介護保険法、障害者総合支援法（略称）等に基づく事業と 

します。 

 

◎次のいずれかに該当する方は受験できません。 

①日本の国籍を有しない方 

②地方公務員法第16条に規定する次の欠格条項に該当する方 

ア  禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方 

イ  金沢市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない方 

ウ  日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること 

を主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した方 

 

 

３．申込み方法 

インターネットによる申込み（電子申請）のみ 

＜金沢市電子申請サービス＞ 

https://ttzk.graffer.jp/city-kanazawa 

生 年 月 日 経　験 資格等（学歴は問いません）

職 務 経 験 者
事 務

昭和55年４月２日から平成８年
４月１日までに生まれた方（30
歳～45歳の方）

職 務 経 験 者
事 務 ( 情 報 )

昭和55年４月２日から平成８年
４月１日までに生まれた方（30
歳～45歳の方）

職 務 経 験 者
事務(社会福祉)

① 現に社会福祉士の資格を有する
こと。

② 現に手話通訳士の資格を有する
こと。

③ 現に都道府県認定の手話通訳者
であること。

職 務 経 験 者
事 務 ( 心 理 )

①

①児童の心理判定

②児童のカウンセリング

③主に小中学生とその保護者の相談 ② 大学院において心理学を専攻す
る課程又はこれに相当する課程
を修了したこと。

③ 現に公認心理師の資格を有する
こと。

④ 現に臨床心理士等の資格を有す
ること。

試 験 区 分
受験資格（年齢は令和８年４月１日時点の年齢です）

民間企業等における職務経験年数
（注１）が５年以上あること。

情報処理に関する業務での職務経験
年数（注１）が５年以上あること。

昭和55年４月２日から平成８年
４月１日までに生まれた方（30
歳～45歳の方）

社会福祉を目的とする事業（注２）
での職務経験年数（注１）が５年以
上あること。

①～③のいずれかに該当すること。

昭和51年４月２日から平成８年
４月１日までに生まれた方（30
歳～49歳の方）

①～③のいずれかの業務に従事した
職務経験年数（注１）が５年以上あ
ること。

①～④のいずれかに該当すること。

大学において心理学を専修する
学科又はこれに相当する学科を
卒業したこと。
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⑴ 金沢市職員採用サイトの「試験情報」にある「受験申込みについて（電子申請）」から「金沢市電子申請

サービス」にアクセスし、各申請フォーム内にある「新規アカウント登録」において新規アカウントを登録

した後、受験申込みをしてください。 

⑵ 申込受付期間後に送信される「金沢市職員採用候補者試験申込フォーム 交付物発行のお知らせ」という

件名のメールに記載された手順に従い、受験票をダウンロードの上、印刷してください。 

⑶ パソコンに加えて、スマートフォンからの申込みも可能です。 

⑷ 使用されるパソコン及びスマートフォンや通信回線上の障害などによる万一のトラブルに関しては、一切

責任を負いませんのでご了承ください。 

⑸ 受験票の発行後は試験区分の変更はできません。受験申込み時に間違いがないか十分確かめてください。 

⑹ インターネットによる申込みができない特段の事情がある場合は、必ず５月21日(水)までに金沢市役所人

事課（電話 (076)220-2079）まで連絡してください。 

 

◎申込みにあたっての主な注意点 

⑴ 「２．受験地」欄は、「テストセンター方式」を選択すること。 

⑵ 「５．日本国籍の有無」欄を入力すること。 

⑶ 「７．第２次試験 個別面談」欄は、「対面方式」、「オンライン方式」のいずれかを選択すること。 

対面方式   ：試験会場に来場しての面談 

オンライン方式：ウェブ会議ツール（Zoom）を使用しての面談 

⑷ 「10．学歴」欄は、高等学校、高等専門学校等を含めて入力すること。 

⑸ 「11．職歴」欄は、受験資格を満たすことを示すように入力すること。 

⑹ 「12．免許・資格等」欄には、受験資格となる資格等について必ず入力すること。 

⑺  面接試験の参考資料として使用する「面接調査票」を提出すること。 

「面接調査票」は、金沢市職員採用サイト「試験情報」から様式をダウンロードの上作成し、市が指定する 

期間内に、申込みフォームにファイル添付することにより提出すること。期間内に「面接調査票」の提出 

がない場合は、受験できません。 

⑻  今回実施する「職務経験者」試験において、複数の試験区分を申込むことはできません。 

 

◎申込みから第１次試験面接までの流れ 

 
 

 

受験者 市

▶

5/28(水)17時まで ▼

▼

◀

6/4(水)まで ▼

▼

▼

6/5(木)から ▼

▼ ▶

▼

6/13(金)まで ▼

▼

◀

検査結果取得

基礎能力検査受検（テストセンター）

発表確認

第１次試験面接へ

第１次試験面接対象者発表

対象者に面接日時等案内

受験申込み（電子申請） 申込受付

案内メール受信 案内メール送信・企業別ＩＤ案内

メール受信後、テストセンター会場・日時予約

性格検査受検（自宅等）
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◎ＳＰＩ３の受検方法 

 
 

 

４．受付期間 

令和７年５月７日（水）から５月28日（水）17時まで 
※ 上記の期間中に受信したものを有効とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月２８日（水）１７時までに受験申込みをした方に対し、６月４日（水）までに
「受検依頼メール」を送信します。
※６月４日（水）までにメールが届かない場合は、金沢市人事課までお問い合わせください。

「受検依頼メール」のリンク先の案内に従って、受検を希望する試験期間内の日時・テスト
センター会場を選択し、仮予約を行ってください。
※初めてテストセンターを利用する方は、「テストセンターID」の取得が必要です。
※過去１年以内にテストセンターで受検したことがある方は、前回の受検結果を送信することも
　できます。

「受検依頼メール」内のリンク先の案内に従って、性格検査をパソコン又はスマートフォンで
受検してください。性格検査が終了すると、テストセンター会場での受検予約が確定します。

【持参物】
＜オンライン会場の場合＞
・本人確認書類（顔写真付き、原本（コピー不可）、有効期限内、
　受検予約時と氏名が一致しているもの）
・筆記用具（シャープペンシル、鉛筆） ・メモ用紙（Ａ４白紙２枚まで）
＜リアル会場の場合＞
・受検票（「受検予約完了」画面又は「テストセンター受検予約内容の確認メール」を印刷）
・本人確認書類（顔写真付き、原本（コピー不可）、有効期限内、
　受検予約時と氏名が一致しているもの）

※受検票は、金沢市がアップロードした「金沢市職員採用試験受験票」ではありませんので、
　間違えないように注意してください。
※受検票が印刷できない場合は、テストセンターＩＤ、カナ氏名、検査名、会場名、日程、
　タームをメモしたものを持参してください。

◎ＳＰＩ３テストセンターに関する基本情報や、会場の案内、よくある質問については、
　ＳＰＩ３ホームページ（https://www.spi.recruit.co.jp/testcenter/）を参照してください。

【受検についてのお問合せ】
テストセンターヘルプデスク　TEL：0570-081818
（9:00～18:00　土日祝含む毎日受付　ただし年末年始を除く）
※電話は、パソコン操作ができる状態でおかけください。
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５．試験日時・試験会場・合格発表 

※第２次試験会場は申込み状況等により変更となる場合があります。 

 
※面接・面談時に持参するもの 

・受験票（金沢市が発行するもの） 
 

６．新型コロナウイルス感染症などへの対応について 

金沢市職員採用サイト「試験情報」に掲載しますので、受験前に必ず確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 科目

※ＳＰＩ３の申込み方法等は３、４ページ「ＳＰＩ３の受検方法」等を参照
ください。

※金沢市内のテストセンター会場（リアル会場）は、
金沢市南町4-55　Wakita金沢ビル7Fにあります。

ウェブ会議ツールZoom を使用して

面 接 の面接

※ＳＰＩ３（性格検査、基礎能力検査）を受検していない方は受験できません。

※

　第１次試験合格者に対し実施　※事前のお問合せには応じられません。

個 別 面 談 令和７年７月下旬から８月上旬 ＜対面方式を選択した場合＞

※ 金沢市第二本庁舎　金沢市柿木畠1-1

＜オンライン方式を選択した場合＞

ウェブ会議ツールZoomを使用しての面談

面 接

面接試験の参考資料として使用する「面接調査票」は、受験申込み時に、申
込フォームにファイルを添付することにより提出してください。なお、様式
は金沢市職員採用サイト「試験情報」からダウンロードしてください。「面
接調査票」の提出がない場合は、受験することができません。 ※電話等による照会には

　応じられません。

第
２
次
試
験

８月上旬から中旬に合格
者の受験番号を市役所人
事課内及び金沢市職員採
用サイトに掲載します。

日時は第１次試験合格者に対して
通知します。

※個別面談と面接は、連続しない日
程となる予定です。

金沢市第二本庁舎　金沢市柿木畠1-1 また、受験者全員に合否
をお知らせします。

また、合格者に対し、受
験申込み（電子申請）時
に入力したメールアドレ
スあてに、第２次試験の
日時等をお知らせしま
す。

試験日時 試験会場 合格発表

Ｓ Ｐ Ｉ ３
性 格 検 査
基礎能力検査

第
１
次
試
験

令和７年６月５日（木）から６月13日（金）のうち、
各受験者が選択する日時･場所

ＳＰＩ３の結果を踏ま
え､第１次試験面接対象
者を決定し、６月中旬か
ら下旬に対象者の受験番
号を市役所人事課内及び
金沢市職員採用サイトに
掲載します。

また、対象者に対し、受
験申込み（電子申請）時
に入力したメールアドレ
スあてに、個別面接の日
時等をお知らせします。

※電話等による照会には
　応じられません。

令和７年６月下旬から７月上旬 ７月中旬に合格者の受験
番号を市役所人事課内及
び金沢市職員採用サイト
に掲載します。

※試験日及び集合時間は、受験申
込み（電子申請）時に入力した
メールアドレスあてに通知しま
す。（事前のお問合せには応じ
られません。）
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７．試験の方法

 
※ 試験会場での写真や動画の撮影及び録音は固く禁止します。判明次第、受験を中止させます。 
※ 第１次試験面接対象者は、ＳＰＩ３（基礎能力検査）の結果で判定します。 

第１次試験の合否は、ＳＰＩ３（基礎能力検査）及び面接試験の結果で判定します。 
第２次試験の合否は、第１次試験と第２次試験の結果を総合して判定します。 

 

８．合格から採用まで 
 

合格者は試験区分ごとに作成される採用候補者名簿に登載され、おおむね令和８年４月以降に名簿順に採

用されます。なお、欠員が生じた場合には、令和７年度中に名簿順に採用されることもあります。 
採用候補者名簿の有効期間は、最終合格決定の日から１年間です。 

「２．受験資格」に記載のある各試験区分に応じた職務経験年数が令和８年３月31日までに５年に達しな

い方は、採用候補者名簿から削除され、採用資格を失います。 

 

９．試験結果の開示 
 

不合格者に限り、合格発表の日から起算して１か月間、人事課において、合計点数等を口頭で開示しま

す。なお、利用規約上、ＳＰＩ３（基礎能力検査）のみの得点は開示できません。 

開示を希望する場合は、運転免許証等の身分証明書を持参して、受験者本人が来庁してください（代理

人、電話、電子メール等による照会には応じられません。）。 

 

10．給与、勤務条件等  

             

ＳＰＩ３
基礎能力検査

100点
言語的理解力や数的処理に関する能力、論理的思考
力についての検査

ＳＰＩ３
性格検査

－ 職務遂行に必要な適性についての検査

面　　接 － 100点 個別面接

個別面談 － － 人物の把握や相互理解を深めるための個別面談

面　　接 － 500点 個別面接

　その他受験資格の有無、申込書記載事項の内容等についての審査

第２次試験

科目 時間 配点 内容

第１次試験

65分

種　　類

事務・事務（情報）・事務（社会福祉）・事務（心理）

初 任 給
採用時の年齢が30歳、大学卒業後、受験資格に掲げる職務経験年数（週29時間以上勤務した年数に
限る。）が８年に達する方にあっては、給料月額264,710円程度

※地域手当含む 採用時の年齢が40歳、大学卒業後、受験資格に掲げる職務経験年数（週29時間以上勤務した年数に
限る。）が18年に達する方にあっては、給料月額326,613円程度

昇　　給 １年に１回

諸 手 当

勤務時間 週の平均勤務時間は38時間45分

日曜日、土曜日、祝日、年末年始

（ただし、勤務箇所によっては変則的な勤務形態となる場合があります｡）

有給休暇 年次休暇、特別休暇（病気･結婚･出産･忌引等に要する休暇）

研修制度等 大学院修学助成、語学講座、資格取得の助成、大学教授等による政策研修　など

内　　　　容（令和７年４月１日時点）

期末手当、勤勉手当、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当等をそれぞれの支給条件に応じて
支給

休　　日
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11．試験会場案内  

 
第２次試験会場【金沢市第二本庁舎】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車、自転車等での来場はできません。 

公共交通機関をご利用ください。 

 

近隣の商業施設等への無断の駐停車について

は、判明次第、受験を中止させます。 
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